第１０章　電気・ガス・水道
概況　
昭和57年における電気、ガス、水道の需要、供給のバランスは、以下のとおりであった。
電気は、需要は伸び供給量は減少し、ガスについては、需要、供給とも減少を示した。
電気事業
　昭和57年度における電灯需要の契約口数は、総数348万2942口にのぼり、前年の341万7173口に対し1.9パーセント（6万5769口）増加した。その内訳をみると、定額制のものは42万9185口と前年に比べ2.7パーセント、従量制は304万5865口で1.8パーセントとそれぞれ増加を示している。また、契約口数が増加したのに対し、使用電力量は904万4715メガワット時とほぼ横ばいを示すに至り、１口当たりの年間使用量も前年に比べて1.9パーセント減の2597キロワット時となった。
　一方電力需要についてみると、契約口数は49万1449 口にのぼり、その使用量は2794万5752メガワット時で、前年よりそれぞれ、2.3パーセント、1.8パーセント増加した。
　このうち500キロワット未満の需要家数は48万9644件で、総需要家数の99.6パーセントと大部分を占めている。契約電力では831万3895キロワット､使用電力では1093万1019メガワット時 と、それぞれ、63.5パーセント、39.1パーセントのウェイトを占めている。
　なお､500キロワット以上の大口電力契約による需要家数は1805件で前年より0.2パーセント増加し、契約電力（478万7489 キロワット）、使用電力量（1701万4793メガワット時）も、それぞれ、6.3パーセント、1.8パーセント増加した。
都市ガス
　大阪ガス株式会社における昭和57年中のガス生産量は、66億1240万立方メートルと前年の66億6189万立方メートルに対し、0.7パーセント減となった。石炭ガスが９億8481万立方メートルで前年より6.0パーセント減少し、混入ガスは56億2760万立方メートルで同0.2パーセント増とわずかながら増加を示すに至った。混入ガスは､53年からこの５年間で1.5倍に増えている。
　一方、消費量は43億1523万立方メートルと前年比1.3パーセントの減少となり、用途別で医療用が同4.9パーセント増の9799万立方メートルであった他、すべてで減少を示した。なかでも、56年に一番増加した工業用が、前年比2.3パーセントと一番減少率が大きかった。
　また、地域別に消費量をみると、大阪市地域が、全体の37.5パーセント（前年より0.7ポイント増）を占め、次いで泉北地域が24.5パーセント（同2.9ポイント減）となっている。
水道　
　上水道の給水総量をみると、年間配水量は12億6816万立方メートルで前年に比べ1.4パーセントの増となった。これを地域別にみると大阪市地域が５億3590万立方メートルで全体の42.3パーセントを占めている。
　栓数は261万6653件で前年に比べ1.1パーセントの増となった。又、１人１日平均配水量は前年より1リットル増加の413 リットルで、これを市町村別にみると、１位が大阪市の571リットルで､次いで岬町の482リットル、摂津市の412リットルとなっている。
　工業用水の使用状況をみると、１日当たりの総使用量は、前年比8.5パーセント減の865万3343立方メートルとなり、４年ぶりに900万立方メートルを割った。
　このうち、淡水の使用量は739万9318立方メートルで、全体の85.5パーセント（前年より0.6ポイント増加）を占めているが、前年（802万5487立方メートル）に比べると7.8パーセント減少した。海水使用量も125万4 025 立方メートル と同12.1パーセント減少している。また、水源別淡水使用量のうち、回収水が大半の82.6パーセント（前年より1.7ポイント減少）を占めているが、中でも、化学が回収水全体の53.2パーセント、鉄鋼が同24.8パーセントを占め、この二業種でほぼ８割がたを使用している。
　次に、府下における昭和57年度末現在の下水道の普及率をみると、排水施設が56.8パーセントで前年より1.0パーセント増となっている。これを上回っているのは、大阪市地域と豊能地域の2地域で、市町村では、大阪市、豊中市、池田市、吹田市、守口市、箕面市、狭山町の７市１町が上回っており、処理施設の場合も同様のことが言える。
